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は じ め に
ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 は ， 通 常 日 本 海 側 の 中 部 地
方 以 南 の ヤ ブ ヅ バ キ ク ラ ス 域 上 部 に 発 達 す る
極 相 林 と し て 知 ら れ ， 富 山 県 の 原 植 生 の 一 つ
と 考 え ら れ て い る 。 し か し ， 分 布 す る 地 域 は
人 間 の 生 活 圏 に あ た る た め ， ウ ラ ジ ロ ガ シ 林
の 多 く は 伐 採 さ れ ， 富 山 県 の 低 山 帯 の 原 植 生
を 知 る こ と は ， 非 常 に 難 し く な っ て き て い る 。
し か し ， 社 叢 や 集 落 の 裏 山 ， 急 な 斜 面 な ど に
は ， 残 存 す る 小 林 分 が 見 ら れ ， 原 植 生 を 考 察
す る 上 で も ， き わ め て 重 要 な 存 在 と な っ て い
る 。
富 山 県 の 原 植 生 に 関 す る 研 究 は な さ れ て お
ら ず ， 現 存 植 牛 図 と し て は ， 1 ， 5 ， 6 （ 末
尾 文 献 欄 参 照 ） が ， 印 刷 さ れ て い る 。
本 調 査 は ， 富 山 県 の 原 植 生 考 察 の 一 部 と し
て ， ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 分 布 の 上 限 ， 下 限 を み き
わ め る こ と を 目 的 と し 調 査 し た も の で ， こ れ
は ， と り も な お さ ず ． ブ ナ 林 の 下 限 ， ス ダ ジ
イ 林 の 上 限 の 考 察 に も 値 す る 問 題 で あ る 。
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調 査 方 法
ウ ラ ジ ロ ガ シ の 分 布 が 予 測 さ れ る 地 域 を ，
自 動 車 を 用 い て ， 各 河 川 流 域 ご と に ， で き る
限 ' ) 多 く の ル ー ト を 走 行 し ， ウ ラ ジ ロ ガ シ 林
お よ び 単 木 を 捜 し た 。 ま た ， 海 抜 4 0 0 m 以 下
の 山 地 に あ る 社 寺 は ， ほ と ん ど 立 寄 っ て 調
査 し た 。 自 動 車 に は ， 必 ず 2 名 以 上 乗 車 し ，
時 速 3 0 k m 前 後 で 走 行 し ， ウ ラ ジ ロ ガ シ が 見 ら
れ た 場 合 に は ， そ の 場 所 に 入 っ て 植 生 調 査 を
行 う こ と を 原 則 と し た 。 た だ し ， 地 形 に よ り
立 入 ' ) が 不 可 能 な 場 合 は ， 双 眼 鏡 に よ る 確 認
に と ど め た 。 な お ， 植 生 調 査 は ， ウ ラ ジ ロ ガ
シ が ， 少 な く と も 高 木 層 で 優 占 種 と な っ て お
り ， 面 積 が 2 0 m × 2 0 m 以 上 の 林 分 に つ い て の
み 行 っ た 。
結 果
県 の 東 側 に 位 置 す る 境 ) | | か ら ， 順 次 西 側 に
位 置 す る 河 川 の 順 に 配 列 し ， 各 河 川 ご と に ．
ウ ラ ジ ロ ガ シ ( Q ) , ス ダ ジ イ ( C ) , ブ ナ ( F )
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凡 例 （ 図 1 ～ 図 4 に 共 通 ）
● ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 ・ ウ ラ ジ ロ ガ シ
■ ス ダ ジ イ 林 庫 ス ダ ジ イ
▲ タ ブ 林 ▲ タ ブ
◆ ブ ナ 林 ・ ブ ナ
図 ｜ 早 月 川 以 東 の ウ ラ ジ ロ ガ シ 分 布 図
： 大 平 1 0 0 m 2 : 舟 見 2 4 0 m
： 下 山 1 0 6 m 4 : 愛 本 1 5 0 ～ l 8 0 1 n
： 福 平 2 2 0 m 6 : 奥 平 沢 3 2 0 m
： 宮 崎 の ス ダ ジ イ 林 I ' l l ～ 7 0 m
の 分 布 高 度 お よ び 主 な 確 認 地 点 と そ の 海 抜 高
度 C m は 略 , 地 形 を 記 す 。 地 形 は ， 斜 面 ・ 崖 ・
尾 根 ・ 谷 ・ 段 丘 崖 の 計 5 種 の 語 句 を 用 い て 表
現 す る 。
1 ． 境 川 ・ 笹 川 流 域 （ 図 1 ）
C 林 分20m-70m ： 宮 崎 鹿 島 社20-70 斜Ihi
Q 単 木 的20m-80m ： 大 平80 斜 面 ，
下 横 尾 1 0 斜 面
Q 林 分loom: 大 平 上 流1km100 斜. 面
2 ． 小 川 ・ 舟 川 流 域
Q 単 木 的100m-200m ： 蛭 谷140 斜 面 ，
小 川 温 泉 2 6 0 崖
Q 林 分240m: 舟 見 の 東2km240 斜 面
F 単 木 的240m: 舟 見 の 東2kni240 斜 面
10
3 ． 黒 部111 流 域
Q 単 木 的160m-280m ： 内 山160 斜 面 ， 宇 奈
月280 斜 面
Q 林 分 l O 6 m - l 8 0 m ： 下 山 1 0 6 斜 面 ， 愛 本
150 斜 面
4 ． 布 施 川 流 域
Q 単 木 的80m-220m ： 阿 弥 陀 堂80 斜 面 ， 笠
破100 斜 面 ， 田 籾140 斜 面
Q 林 分220m: 福 平220 斜 面
5 ． 片 貝 川 流 域
Q 単 木 的220m-400m ： 東 蔵240 崖 ， 奥 平 沢
300 斜 面 ， 奥 平 沢 上 流2km400 斜 面
Q 林 分 3 2 0 m : 奥 平 沢 3 2 0 斜 面 （ 写 真 1 )
6 ． 早 月 川 流 域
Q 単 木 的 1 6 0 m - 3 0 0 m ： 入 合 橋 付 近 1 6 0 斜
面 ， 護 摩 堂 2 0 0 崖
Q 林 分 6 0 m : 金 山 谷 6 0 斜 面
7 ． 白 岩 川 ・ 大 岩 川 流 域 （ 図 2 ）
Q 林 分140m-240m ： 大 松140 斜 面 ， 大 岩
2 4 0 谷 底 （ 写 真 2 ;
8 ． 常 願 寺Ill 流 域
Q 単 木 的180m-380m ： 岩m 寺180 斜 面 ， 松
木260 段 丘 崖 ， 牧260 段 丘 崖 ， 小 見300 段 丘
崖 ， 本 宮 3 8 0 段 丘 崖
Q 林 分 2 0 0 m : 栃 津 2 0 0 斜 而 （ 写 真 3 )
9 ． 熊 野 川 流 域
Q 単 木 的160m-380m ： 窪160 斜 面 ， 西 小 俣
200 斜 面 ， 手 出380 斜 面
ア カ ガ シ 単 木 的 3 0 0 m - 3 8 0 m ： 長 瀬 3 0 0 斜
面 ， 手 出 3 8 0 斜 面
1 0 ． 神 通 川 ・ 宮 川 流 域
Q 単 木 的 5 ， － 3 2 0 m ： 呉 羽 5 斜 面 ， 笹 津 1 0 0
斜 面 ， 牛 ヶ 増 ～ 芦 生 1 0 0 ～ 2 0 0 斜 面 お よ び
崖 ， 新 猪 谷 ダ ム 湖 岸 2 8 0 斜 面 ， 中 山 2 0 0 -
2 5 0 斜 面 ， 加 賀 沢 2 5 0 ～ 3 0 0 斜 面 ， 加 賀 沢 上
流1.5kin320 崖
Q 林 分160m-180m ： 神 通 峡160 ～180 崖
1 1 ． 井 田 川 流 域 。 上 流 部 は 久 婦 須 川 ( ｸ ) ， 野 枝
川(ﾉ) ， 室 牧 川(ﾑ) の 各 支 流 に 分 か れ る 。















図 2 県 中 西 部 の ウ ラ ジ ロ ガ シ 分 布 図
5 ． 猪 谷 2 5 0 m 9 . 小 牧
6 ． 桐 谷 2 8 0 m 1 0 . 菅 沼 ( ブ ナ ）
7 常 楽 寺 9 5 m 1 1 . 高 岡 ( ス ダ ジ イ ）
8 ． 山 田 温 泉 1 5 0 m 1 2 ． 臼 谷
松 津 津 峡
通
大 栃 笹 神
1 8 0 m
3 5 0 m
l 3 m
8 0 m
1 4 0 m
2 0 0 m
l O O m
l 8 0 m
１ ２ ３ ４
F 林 分340m-350m ： 細 島340 尾 根 ， 菅 沼
350 尾 根
1 4 ． 小 矢 部 川 流 域
C 単 木 的 5 m ; 勝 興 寺 5 斜 面
Q 単 木 的 5 ， － 1 9 0 m ： 勝 興 寺 5 斜 面 , 二 上
山180 ～200 斜 面 ， 一 宮20 斜 面, 鉢 伏 山180
斜 面 ， 高 坂 観 音 滝 5 0 谷 ， 久 利 須 1 9 0 斜 面 ，
埴 生 6 5 斜 面
Q 林 分 8 0 m : 臼 谷 8 0 斜 面
1 5 ． 仏 生 寺 川 流 域 （ 図 3 ）
C 林 分 2 0 m : 雨 晴 2 0 斜 面 ， 上 泉 2 0 斜 面
Q 単 2 0 m : 沖 崎 2 0 斜 面
Q 林 分 4 0 m : 西 田 4 0 斜 面
Q 単 木 的65m-360m ： 掛 畑(ｸ)160 斜 面 ， 桐
谷 上 流2 ～3km(ｸ1300 ～320 段 丘 崖 ， 川 倉
（ﾉ)200 斜 面 ， 松 瀬(ﾉ)300 斜･ 面 ， 上 野(ﾑ)140
斜 面 ， 栗 須300 ～360 斜 面
Q 林 分95m-280m ： 常 楽 寺95 斜 面 ， 桐 谷(ｸ ）
280 斜 面 ， 高 樹ﾑ)100 斜 面
1 2 ． 山 田 川 流 域
Q 単 木 的30m-360m ： 長 沢30 斜 面 ， 中i 頼90
段 丘 崖 ， 居 舟300 ～360 斜 面
Q 林 分 1 5 0 m : 山 田 温 泉 1 5 0 斜 面
1 3 . 庄 川 流 域
C 林 分 1 3 m : 高 岡 古 城 公 園 1 3 斜 面
Q 単 木 的l20m-200m ： 小 牧 発 電 所120 崖 ，
小 牧 ダ ム 湖 岸 1 8 0 斜 面 ， 大 牧 温 泉 1 8 0 斜 面
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1 6 ． 上 庄 川 流 域
C 林 分 1 5 m - 7 0 m
面 ， 中 村 3 0 斜 面 ､
km70 斜 面
Q 単 木 的30m-160m ： 久 目30 斜 面, 論 田75
斜 面
1 7 . 余 川 流 域
Q 単 木 的40m-180m ： 一 ノ 瀬60 ～70 斜 面 ，
寺 尾180 斜 而
1 8 ． 阿 尾 川 流 域
C 林 分 5 m : 阿 尾 5 斜 面
Q 単 木 的20m-100m ： 指 崎20 斜 面 ， 黒 谷60
斜 面 ， 上 宮 1 0 0 斜 面
Q 林 分 6 5 m : 磯 部 6 5 斜 面
1 9 . 下 田 川 流 域
Q 単 木 的 2 0 m - 1 4 0 m ： 中 田 2 0 斜 面
Q 林 分 5 0 m : 谷 口 5 0 斜 面 （ 写 真 4 )
中 尾30 斜 面 ， 柿 谷15 斜
上 田 5 0 斜 面 ， 上 田 南 1
考 察
ウ ラ ジ ロ ガ シ の 垂 直 分 布 と ， 河 口 か ら の 直
線 距 離 と の 関 係 を 図 4 に 示 す 。
単 木 と し て の ウ ラ ジ ロ ガ シ は ， 海 抜 1 0 m か
ら 4 0 0 m と 広 範 囲 に 分 布 す る 。 し か し ， 群 集 と
し て の 分 布 は ， 海 抜 4 0 m か ら 3 2 0 m で あ っ た ”
ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 の 分 布 の 上 限 は,(1) 海 抜35 号
、 以 上 に は ， ウ ラ ジ ロ ガ シ の 分 布 す る 例 が 少
な い こ と ， ( 2 ) 庄 川 菅 沼 の ブ ナ 林 （ 海 抜 3 4 0 m ~
3 5 0 m ) は ， 石 川 県 の ブ ナ 林 分 布 下 限 3 5 0 m ( 里
見 ， 1 9 7 5 ） を 考 慮 す る と ， 富 山 県 の ブ ナ 林 の
図 3 氷 見 地 方 の ウ ラ ジ ロ ガ シ 及 び ス ダ ジ イ 分 布 図
ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 1 ． 谷 口 5 0 m
2 ． 磯 部 6 5 m
3 ． 西 田 4 0 m
ス ダ ジ イ 林 4 ． 中 波 2 0 m
5 ． 脇 方 2 5 m
6 ． 中 村 3 0 m
7 ． 上 田 5 0 m
8 ． 上 田 の 南 1 k m 7 0 m
0（
、３ ２ １海 抜 高 度0 0
0（
0 0
0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0knr
河 口 か ら の 直 線 距 離
図 4 富 山 県 の ウ ラ ジ ロ ガ シ の 垂 直 分 布
1 2
富 山 県 の ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 分 布
下 限 に 近 い と 考 え ら れ る こ と － の 2 点 か ら ，
海 抜 3 4 0 m 前 後 と 考 え ら れ る 。
一 方 ， ス ダ ジ イ 林 は ， 海 抜 1 0 m か ら 7 0 m に
分 布 し ， こ の 範 囲 内 に ， 4 例 の ウ ラ ジ ロ ガ シ
林 が 存 在 す る 。 ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 分 布 の 下 限 は
次 の よ う に 考 え ら れ る 。 シ イ ー タ ブ 林 域 は ，
新 潟 県 西 部 が 北 限 と 考 え ら れ て お り ， ま た ，
石 川 県 で は ， ス ダ ジ イ 林 が ， 海 抜 1 0 0 m ～ 1 5 0
m で ウ ラ ジ ロ ガ シ 林 と 相 接 し て い る の で ， 富
山 県 で の ス ダ ジ イ 林 分 布 の 上 限 は ， 海 抜 1 0 0
m よ り 低 い も の と 予 測 さ れ る 。 今 回 調 査 さ れ
た ス ダ ジ イ 林 で ， 最 も 高 所 の も の は ， 氷 見 市
上 田 と 朝 日 町 宮 崎 の 林 で ， 共 に 海 抜 7 0 m 前 後
で あ t ) . こ れ よ り 上 部 に は ， 単 木 も 見 ら れ な
か っ た の で ， 海 抜 7 0 m が 、 ス ダ ジ イ 林 分 布 の
上 限 で あ る と 考 え ら れ る 。 し た が い ， ウ ラ ジ
ロ ガ シ 林 の 分 布 の 下 限 は ， 海 抜 7 0 m 前 後 で あ
I ) ， 地 形 に よ っ て は ， 下 降 し て 分 布 す る 林 分
が あ る と 考 え て よ い の で は な い だ ろ う か 。
道 路 か ら の 調 査 だ け で は ， 不 充 分 な 地 域 に
は ， 今 後 ， 航 空 写 真 や 徒 歩 に よ る 調 査 を 行 い
河 川 流 域 ご と の ウ ラ ジ ロ ガ シ 分 布 の 差 や ， ブ
ナ ・ ス ダ ジ イ の よ り 詳 し い 分 布 を ， 明 ら か に
し て い く 必 要 が あ る 。
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